
令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

（
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
三
の
十
一
中
「
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
四
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

出
産
手
当
金
の
額
、
休
業
手
当
金
の
額
、
育
児
休
業
手
当
金
の
額
（
育
児
休
業
支
援
手
当
金
を
支
給
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業
手
当
金
の
額
に
育
児
休
業
支
援
手
当
金
の
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
額
が
当
該
給
付
を
受
け
る
者
の
受
け
る
報
酬
の
額
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
出
産
手
当
金
の
額
、
休
業
手
当
金
の
額
、
育
児
休
業
手
当
金
の
額
又
は
介
護
休
業
手
当
金
の

額
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
二
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
中
「
第
九
十
九
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
九
十
九
条
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
九
十
九
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
の
う
ち
同
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
毎
年
度
に
お
い
て
負
担
す
べ

き
金
額
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
組
合
ご
と
に
そ
の
組
合
員
に
支
給
さ
れ
る
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育

児
時
短
勤
務
手
当
金
の
額
の
合
計
額
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
第
二
号
を
除
く
」
を
「
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
号
を
除
く
」
を
「
第
三

号
に
係
る
部
分
に
限
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
は
、
予
算
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
法
第
九
十
九
条
第
四
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に

よ
り
負
担
す
べ
き
金
額
を
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
育
児
休
業
支
援
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
の
支

給
の
状
況
を
勘
案
し
て
組
合
に
払
い
込
む
も
の
と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
四
第
二
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に

改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
三
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
行
政
手
続
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

行
政
手
続
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
十
号
中
「
同
項
（
」
を
「
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
み
、

同
条
第
一
項
（
」
に
、「
第
二
項
並
び
に
」
を
「
第
二
項
、」に
、「
の
命
令
等
」
を
「
、
第
六
十
一
条
の
十
第
一
項
第
一

号
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
三
項
第
二
号
並
び
に
第
六
十
一
条

の
十
二
第
一
項
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
み
、
同
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
に
係
る
部
分
及
び
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
同
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の

命
令
等
」
に
改
め
る
。

（
健
康
増
進
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

健
康
増
進
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
五
号
中
「
及
び
同
条
第
二
十
一
項
」
を
「
、
同
条
第
二
十
一
項
」
に
、「
の
用
」
を
「
、
同
条
第
二
十

二
項
に
規
定
す
る
妊
婦
等
包
括
相
談
支
援
事
業
及
び
同
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
用
」

に
改
め
る
。

（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

地
方
独
立
行
政
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
八
十
六
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
第
三
項
第
一
号
中
「
小
規
模
保
育
事
業
」
の
下
に
「
及
び
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
を
加
え
る
。

（
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
）

第
十
一
条

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
」
を
「
第
六
十
八
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
七
十
条
の
三
」
を
「
第
七
十
条
の
四
」
に
改
め
る
。

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

出
産
手
当
金
の
額
、
休
業
手
当
金
の
額
、
育
児
休
業
手
当
金
の
額
（
育
児
休
業
支
援
手
当
金
を
支
給
す
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
育
児
休
業
手
当
金
の
額
に
育
児
休
業
支
援
手
当
金
の
額
を
合
算
し
た
額
と
す
る
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
額
が
当
該
給
付
を
受
け
る
者
の
受
け
る
報
酬
の
額
以
下
で
あ
る

場
合

当
該
出
産
手
当
金
の
額
、
休
業
手
当
金
の
額
、
育
児
休
業
手
当
金
の
額
又
は
介
護
休
業
手
当
金
の
額

第
二
十
九
条
の
見
出
し
中
「
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
育
児
休
業
手
当
金
等
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
法
第
百
十
三
条
第
四
項
第
一
号
」
を
「
次
の
各
号
」
に
、「
同
項
」
を
「
法
第
百
十
三
条
第
四
項
」

に
、「
事
業
年
度
に
お
け
る
組
合
の
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
に
要
す
る
費
用
の
予
想
額
に
次
項
に
定

め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
を
「
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
百
十
三
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
組
合
の
当
該
費
用
の
予
想
額
に

次
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

二

法
第
百
十
三
条
第
四
項
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
組
合
の
当
該
費
用
の
予
想

額
第
四
十
三
条
第
六
項
中
「
第
七
十
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
二
の
見
出
し
中
「
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
育
児
休
業
手
当
金
等
」
に
改

め
、
同
条
中
「
法
第
百
十
三
条
第
四
項
第
一
号
」
を
「
次
の
各
号
」
に
、「
事
業
年
度
に
お
け
る
警
察
共
済
組
合
の
育

児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
に
要
す
る
費
用
の
予
想
額
に
第
二
十
九
条
第
二
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て

得
た
」
を
「
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
百
十
三
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
警
察
共
済
組
合
の
当
該
費
用
の

予
想
額
に
第
二
十
九
条
第
二
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

二

法
第
百
十
三
条
第
四
項
第
一
号
の
二
に
掲
げ
る
費
用

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
警
察
共
済
組
合
の
当
該
費

用
の
予
想
額

附
則
第
三
十
条
の
二
の
三
の
見
出
し
中
「
育
児
休
業
手
当
金
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を「
育
児
休
業
手
当
金
等
」

に
改
め
、
同
条
中
「
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を
「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短

勤
務
手
当
金
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
条
の
二
の
五
第
三
項
中
「
拠
出
金
」
の
下
に「（
同
号
の
拠
出
金
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
費
用
に
相
当
す
る
部
分
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
及
び
介
護
休
業
手
当
金
」
を

「
、
育
児
休
業
支
援
手
当
金
、
介
護
休
業
手
当
金
及
び
育
児
時
短
勤
務
手
当
金
」
に
、「
費
用
を
」
を
「
費
用
（
同
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
」
に
改
め
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
百
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。目

次
中
「
第
六
節

労
働
保
険
特
別
会
計
（
第
五
十
五
条
・
第
五
十
六
条
）

第
七
節

年
金
特
別
会
計
（
第
五
十
六
条
の
二

第
六
十
一
条
）

第
八
節

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
（
第
六
十
二
条

第
六
十
四
条
）」を

「
第
六
節

労
働
保
険
特
別

第
七
節

年
金
特
別
会
計

第
八
節

子
ど
も
・
子
育

第
九
節

食
料
安
定
供
給

会
計
（
第
五
十
五
条

第
五
十
六
条
）

（
第
五
十
七
条

第
五
十
九
条
）

て
支
援
特
別
会
計
（
第
六
十
条
・
第
六
十
一
条
）

特
別
会
計
（
第
六
十
二
条

第
六
十
四
条
）

」に
、「
第
九
節
」
を
「
第
十
節
」
に
、「
第
十
節
」
を
「
第
十
一
節
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
年
金
特
別
会
計
」
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
特
別
会
計
」
に
、「
厚
生
労
働
大
臣
」
を
「
内
閣
総

理
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
資
金
前
渡
の
で
き
る
経
費
）

第
十
四
条

各
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
会
計
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
、
主
任

の
職
員
に
現
金
支
払
を
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
資
金
を
当
該
職
員
に
前
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

労
働
保
険
特
別
会
計
の
労
災
勘
定
に
お
け
る
保
険
給
付
費
並
び
に
社
会
復
帰
促
進
等
事
業
費
の
う
ち
労
災
就

学
等
援
護
費
及
び
労
災
援
護
給
付
金


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